
同 じ ク ラ ス の 写 真 で は あ り ま
せん。一見同じ雰囲気ですが微妙に
ちがうことがおわかりでしょうか？
先日，県の学習到達度調査が４・５
年生で実施されました。国語と算数
（５年生は理科も）の問題を見てみ
ると，その文字と図と表とグラフの
量に圧倒されます（と言ってもこれ
までもそうでしたが）。来年４月に
６年生が受ける全国調査では，Ａ問
題（基礎）とＢ問題（応用）が合わ
さった問題になる予定です。ですの
で，これまで以上に大量の情報をい

かに速く正確に処理し，条件にあっ
た答えを導き出すことができるかど
うかがポイントになると思っていま
す。

考えてみれば，誰もが学校から
社会に出て働く際に，迅速な処理と
的確な判断をし，それらに基づいた
対処が必要とされます。広義にとら
れるならば，テストのときに子供が
し て い る 作 業 と 同 じ か も し れ ま せ
ん。その職場に入って数年は指示待
ちで働くことは可能でも，年齢と経

験を重ね役職がついてくるとそうは
いきません。船長や機長，工場長や
主任，店長やチーフ等々，どんな役
職においても上記の能力が求められ
るのは必然です。本校のエアコン設
置やトイレ改修の工事のときもまた
しかりで，本当に毎日毎日，監督さ
んが段取りに奔走しているように見
えました。

全国調査で見えてくる のは，
何も順位うんぬんだけでのことでは
ありません。出題の傾向を見ると，

文科省が今求めている学力の一部分が見えてきます。ひいては，こんな能力
を身につけた大人を育ててほしいという国の要望がわかるとも言えるでしょ
う。

本校の教育目標は，「社会を生き抜く力を備えた子供を育てる」です。
四箇郷の子が，社会に出て働いて，家庭や家族をもって生活していくための
力の一部として学力が必要ならば，学校や家庭は真摯にとらえて，子供のた
めに共に進めていくことは当然ではないでょうか。
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